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社会福祉法人 倉吉市社会福祉協議会

印刷：鳥取県農協印刷
お知らせ・イベント情報は
HPでも紹介しています

検索倉吉市社協

この広報紙は一部赤い羽根共同募金の助成金で発行しています

●福祉教育の取組紹介／地区の取組紹介
　（小鴨地区）
●お知らせ・募集コーナー（スマイル体験工
　房参加者募集／歳末たすけあい募金地域
　福祉公募事業のお知らせ／難読漢字クイ
　ズ／“公証相談・税相談”予約受付中）／広
　報紙「しあわせ」おとどけ隊の募集
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※令和４年度、倉吉西高等学校
　学校募金受領のようす（写真）
※令和４年度、倉吉西高等学校
　学校募金受領のようす（写真）

令和５年度
倉吉市内で
集めたい募金
930万円

　赤い羽根共同募金は、使いみちをあらかじめ計画して募金運動を行います。
　本年度みなさまからご協力いただいた募金は、翌年度次のように倉吉市の
福祉活動に役立てられます。

　この秋、ご家庭で、学校で、街中で、いろいろな場所で募金運動にふれる機会が
あると思いますので、ぜひあたたかなご理解とご協力をお願いします。

※募金実績の70％が
　倉吉市内の福祉活動
　へ届けられます
 （30％は県内全体へ）

○13地区社会福祉協議会等へ助成
・福祉協力員による見守り活動
・高齢者のいきいきサロン活動
・子どもと高齢者の地域交流活動
・地域課題の話し合いの場
　　　　　　　　　　　　　　　等に

地域の福祉活動のために
323万円

○子ども食堂への助成
○市内各学校の福祉学習へ助成
・地域をフィールドとした豊かで深い
　福祉学習の提供
・児童や生徒による地域の高齢者や園
　児との交流　　　　　　　　　等に

子どもたちのために
129万円

○ひとり親家庭福祉団体へ助成
○障がい者福祉団体へ助成
○高齢者福祉団体へ助成
○更生保護団体へ助成
○ボランティア団体へ助成

地域で暮らすみんなのために
119万円

次ページでは、募金が役立てられている、市内各校の福祉教育の取り組みについてご紹介します

等々
※金額は助成計画額です
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小鴨地区社会福祉協議会
　小鴨地区では、支え合う地域づくりを目標に平成28年2月『小鴨まるごと会議』 (本年6月で30回目) が立ち上が
りました。福祉の視点で、地区の困難事例や課題について幅広い関係者（社会福祉協議会や行政機関等）と検討し、
支援体制を総合的に調整・推進することをねらいとしています。
　この会議から「共助交通事業（小鴨カーシェアリング倶楽部）」が発足。現在の会員数は100名近くで、外
出支援に限らずサロン活動やお出かけツアーなど会員相互の交流会も行っています。
 現在は地域の高齢者世帯や独居世帯の増加に伴い、ゴミ出し等の有償ボランティ
ア活動に注目しており、地区の現状の把握や活動内容についての協議を重ねている
ところです。
 このように、小鴨地区社会福祉協議会では一人一人が活躍できる場づくりや、地域
の現状把握及び情報共有を通じてみんなで支え合い、笑顔のあふれる地域づくり
に取り組んでいます。

Vol.34Vol.34

会議の様子

～みんなで支え合う幅広い優しい
　　　　　地域づくりを目指して～
～みんなで支え合う幅広い優しい
　　　　　地域づくりを目指して～

01協同実践による学び、児童・生徒による主体的な地域貢献活動
他者との交流による相互成長（学校×地域×福祉団体×社協）

02 体験授業

　さまざまな人の立場を体験するこ
とで、多様性を理解し、共に尊重し
合うことができる社会となるよう高
齢者疑似体験や車いす体験を行って
います。

困りごとの
解決が資源
の循環へ

　「公園の掃除で出た落ち葉を活用
できないかな？」という声がきっかけ
で、一緒に腐葉土作りを行いました♪

倉吉東中学校
×

灘手地区
中学生が取り組む地域貢献活動

　市内の学校とともに、児童・生徒が障がい、世代等のさまざまな多様性
を理解し、他者と「共に生きる力」を育むために、さまざまな体験授業や
当事者、地域の方等との交流をとおして福祉教育を推進しています。

倉吉市社会福祉協議会は子どもたちと一緒に　　　　　　　　　　
　　　　　　「ふくし」の学びを推進しています！「 ふ だんの

　 　く らしの
　 　　し あわせ」

赤い羽根共同
募金

赤い羽根共同
募金を活用して取り組む福祉教育

～ 子どもたちと共に育む「ふくし」の心 ～～ 子どもたちと共に育む「ふくし」の心 ～

《取組みの紹介》

車いす体験後に、お互いが同じ立
場で楽しむことができるボッチャ
をとおして、親睦を深めました。

関金小学校５年生
×

倉吉市身体障害者福祉協会
パラスポーツで交流！

ぜひ社協にご相談ください（☎23-5600）それぞれの特性
について知る
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広報紙「しあわせ」おとどけ隊の募集！ ☆と き　10月27日（金） 10：00～11：00
☆場 所　倉吉福祉センター

●秘密は厳守します
●時間：午後１時～３時
●完全予約制です
●相談時間は30分以内です

【問合せ・予約先】
　あんしん相談支援センター（☎24-6265）

相談はすべて
無料です！！

相談の種類

公証相談

相談日

公証人

相談員
11月

16日（木）

ー

10月

19日（木）

04日（水）税 相 談 税理士

“公証相談・税相談”予約受付中“公証相談・税相談”予約受付中これ、なんて読む？

クイズの答えと氏名、住所、電話番号をご記入の上、ハガキ
やFAX、QRコードでご解答ください。正解者の中から１名
様に500円分のビーワイ商品券をプレゼントします。

【解答方法】

【解答〆切】　10月末

団栗 商品券は
ビーワイ ヨシダ様
よりご提供いた
だきました

【先月号の答え】零余子(むかご)でした。　

【申込み・問合せ】
  〒682-0872  倉吉市福吉町1400（倉吉福祉センター内）
　倉吉市社会福祉協議会
　☎:22-5248／FAX:22-5249

参加者募集！

スマイル　体験工房で仲間づくりをしませんか？
　今回は「グラスデコ」で作品を作ります♪「グラスデコ」はのりと絵の具が合体した画材で、
乾くとステンドグラスに似た透明感のある仕上がりになる絵の具です。
　出来上がった作品は窓や扉に飾って楽しめます。
　体験後はスマイルカフェでおしゃべりしながら、ちょっと一息しましょう！

●日　　時　　10月21日(土)　9：30～12：00
●場　　所　　倉吉市高齢者生活福祉センター
　　　　　　　（倉吉市関金町関金宿1115番2） 
●定　　員　　10名
●申込締切　　10月12日(木)
●参 加 費　　300円程度（材料代）
●そ の 他　　道具等は市社協で準備します。
●問合せ・申込み先　　関金支所　☎45－3800

歳末たすけあい募金 地域福祉公募事業のお知らせ
　年末年始をきっかけに身近な地域で多様な住民と気軽に集う機会が得られたり、地域で孤立しがちな人へ
の見守り活動を行ったりする地域福祉事業に対して助成を行います。

【対象事業（例）】
　・多世代によるしめ縄作りや餅つきといった、地域住民等の交流が図れる事業 
　・とじこもりやフレイルの予防を目的とした交流活動、見守りが必要な方への訪問活動　等　
【実施期間】 令和５年12月１日（金） ～ 令和６年３月15日（金）の間に実施する事業
【対象団体】 市内において地域福祉活動を行っている団体等
【助成金額】 上限４万円
【申込締切】 令和５年10月25日（水）必着
　　　　   　 ※申込方法、詳細は市社協ホームページをご覧いただくか、
　　　　　　　 下記までお問合せ下さい。
【問 合 せ】 地域福祉課（☎23-5600）

だれもが笑顔で、新しい年を　迎える（過ごす）ために
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倉吉くらしの応援団（ご寄付の紹介）

【問合せ先】　あんしん相談支援センター  ☎24-6265

成洋エンジニアリング株式会社
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・鳥取県生活協同組合 様（食料品）
・株式会社 いない 様（日用品）
・山名寺 様（食料品）
・極楽寺 様（食料品）
・山根義久 様（お米）
・匿名２名 様
　（食料品・家電製品）

いつもありがとうございます

ありがとうございました
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